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議会だより

標津さわやか体操会
代　　表　藤巻　貞子
会　　員　町民全員対象
会　　場　標津町図書館前
設　　立　昭和45年
体 操 日　４月１日〜10月末日まで日曜日、祭日、雨の日の他毎日
　　　　　午前６時30分〜６時45分（11月１日〜３月末日まで休み）

標津さわやか体操会は本年で設立44周年を迎えました。
「いつでも・どこでも・誰とでも」と、たった10分間の体操ですが、30年以上続けている方もいらっしゃいます。
継続することで転倒予防や脳の活性化、健康増進につながります。
会場へ来られた方々と交流すること、朝のあいさつ運動を実践することにより「住み良い町・たのしく生活できる
町」を目指して、これからも会員全員協力し今後も活動していきます。
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基
幹
産
業
の
状
況
は

サイレージ、乾燥草ともに

収穫量的にも栄養価的にも「良」
金澤瑛町長の行政報告

　

今
年
は
、
春
先
か
ら
天

候
が
比
較
的
安
定
し
、
１

番
草
の
収
穫
期
と
な
る
６

月
に
は
平
均
気
温
が
１.８
度

高
く
、
日
照
時
間
も
安
定

し
た
こ
と
か
ら
、
生
育
は

良
く
サ
イ
レ
ー
ジ
、
乾
燥

草
と
も
に
、
収
穫
量
的
に

も
栄
養
価
的
に
も
「
良
」

と
な
っ
た
。
ま
た
、
８
月

末
か
ら
２
番
草
の
収
穫
作

業
が
始
ま
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
収
量
・
栄
養
価
と
も

に
概
ね
平
年
並
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
今
年
の
４

月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
５

ヶ
月
間
に
お
け
る
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
の
２
番
草

の
栄
養
価
不
足
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

前
年
同
期
比
で
０.２
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

「
秋
サ
ケ
定
置
網
漁
」

　

標
津
漁
協
に
お
け
る
９

月
１５
日
ま
で
の
水
揚
げ

量
は
、
前
年
同
期
と
比
較

し
、
約
２７
％
増
の
５
６
０

ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
の
水
揚
げ
量
は
か
つ
て

の
漁
獲
水
準
に
は
程
遠
く
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
生
産

活
動
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

秋
サ
ケ
の
不
漁
は
漁
業
生

産
者
の
み
な
ら
ず
、
地
元

水
産
加
工
業
や
運
送
業
な

ど
の
関
連
産
業
の
経
済
活

動
に
も
多
大
な
影
響
が
あ

り
、
大
き
な
懸
念
を
抱
い

て
い
る
。
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
さ
け
ま
す
・
内

水
面
水
産
試
験
場
が
発
表

し
た
今
年
の
来
遊
予
想
値

で
は
、
標
津
海
域
を
含
む

根
室
北
部
海
区
の
漁
獲
予

想
は
前
年
対
比
２４
％
増
と

竹谷とし子参議院議員

標
津
町
出
身
の
竹
谷
と
し
子

参
議
院
議
員
が
財
務
大
臣
政
務
官
に

酪
農
業

漁
　
業

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
水

揚
げ
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

「
ホ
タ
テ
漁
」

　

８
月
の
２８
日
に
夏
の
操

業
を
終
え
た
が
生
育
が

良
く
、
昨
年
同
期
と
の
対

比
で
は
、
約
３２
％
減
の

４
５
３
３
ト
ン
と
な
っ
た

も
の
の
、
過
去
５
年
間
の

平
均
水
揚
げ
量
と
比
較
す

　

標
津
町
出
身
で
東
京
選

挙
区
選
出
の
竹
谷
と
し
子

参
議
院
議
員
が
、
９
月
４

日
発
足
し
た
第
２
次
安
倍

内
閣
に
お
い
て
、
財
務
大

臣
政
務
官
に
就
任
し
た
の

る
と
２７
％
増
と
な
り
、
水

揚
げ
額
も
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
や
米

国
で
の
需
要
増
加
や
円
安

に
よ
る
輸
出
が
好
調
な
こ

と
か
ら
、
平
均
単
価
は

２
１
４
円
と
な
り
、
過
去

５
年
間
の
平
均
水
揚
げ
額

と
の
比
較
で
は
６０
％
増
の

約
９
億
７
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

で
報
告
す
る
。

　

竹
谷
議
員
は
、
標
津
中

学
校
卒
業
後
、
東
京
の
高

校
・
大
学
を
卒
業
さ
れ
、

参
議
院
議
員
と
な
ら
れ
た

訳
で
す
が
、
地
元
標
津
を

は
じ
め
北
海
道
の
振
興
発

展
に
も
意
を
配
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
こ
の
度
、
政

府
要
職
に
就
か
れ
た
こ
と

に
対
し
、
心
か
ら
祝
意
を

表
す
と
と
も
に
、
今
後
の

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

る
。 
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

子育て世帯臨時特例給付
金給付事業 1,386

消費税増税対策（国）の一環
として子育て世帯に支給

（全額国支出）

成人用肺炎球菌・水痘ワク
チン予防接種事業 3,659

成人用肺炎球菌ワクチン及
び水痘ワクチンが定期接種
となったことから予算化

一般廃棄物収集運搬委託
及びリサイクル処理経費 359

パッカー車修理、不燃物収
集車及びパッカー車へのド
ライブレコーダー搭載

農地台帳システム改修事
業 1,242

農地法改正による現行農地
システムの改修

（全額道支出）

標津町沿岸漁業振興事業 500
標津前浜の資源確保のため
の「ナマコ」の種苗放流試験
調査事業への補助

川北農村公園遊歩道橋補
修事業 950

公園内河川（八幌川）の橋の
破損部分の補修及び河道修
正工事費

教職員住宅補修整備費 1,500 ２月、３月の大雪による教
員住宅の屋根補修費

同意案件

意見書
○�林業・木材産業の成長
産業化に向けた施策の
充実・強化を求める意
見書
提 出 者

大垣　　勇 議員

○�漁業用燃油にかかる軽
油引取税免税措置の堅
持に関する意見書
提 出 者
議会運営委員長

藤巻　国治 　　

○�営農用燃油にかかる軽
油引取税の免税措置の
堅持に関する意見書
提 出 者
議会運営委員長

藤巻　国治 　　

教育委員会委員
青山　信一

標津町南２条西１丁目
〈任期〉
平成26.10.１〜30.９.30

固定資産評価審査
委員会委員
大石　正則

標津町茶志骨123番地３
〈任期〉
平成26.９.26〜29.９.25

　

町
長
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
『
平
成
25
年
度
標
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
』
な
ど
）
９
件
に
つ

い
て
は
、
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く

９
名
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

付
託
し
た
。

平
成
25
年
度
の
決
算
を

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

委
員
長 

石
橋
　
昌
幸

副
委
員
長 

藤
本
　
　
靖
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平成26年第３回定例会（９月18〜 19日）で５議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
小　川　悠　治　議員	 5ページ
　●  標津福祉会の新施設計画について

木　下　　　孝　議員	 8ページ
　●  人口減少時代における政策実践の明確化・スピード化を！
　　  ①定住人口対策　②交流人口対策

石　橋　昌　幸　議員	 9ページ
　●  町が存続してゆく要件について
　●  家族の安心・安全について
　●  町の経済活性化と交流人口について

高　橋　幹　雄　議員	 7ページ
　●  医療、介護総合法の成立と対応について

吉　田　　　智　議員	 6ページ
　●  子育て世代が暮したいと思う『まち』に
　　　  ライフサイクルに〜切れ目ない支援を〜　　

一　般　質　問
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小川　悠治 議員

標
津
福
祉
会
が
自
立
し
、安
定

経
営
出
来
る
よ
う
慎
重
に
検
討

赤
字
の
場
合
、

町
が
負
担
と
は
な
ら
な
い

２８
年
オ
ー
プ
ン
の
高
齢
者
施
設
、

経
営
は
大
丈
夫
か

「
は
ま
な
す
苑
」や
新
施
設
、

多
く
の
町
民
は「
町
営
」と
誤
解
。

【
経
営
主
体
は「
標
津
福
祉
会
」

－

は
ま
な
す
苑・新
施
設

－

】

問
「
標
津
福
祉
会
」
は
、

標
津
に
初
の
「
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
」
を
新
設
す
る

建
設
費
４
億
円
は
標
津
福

祉
会
が
負
担
し
、
町
は
用

地
造
成
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

費
用
を
支
援
す
る
。

⃝
経
営
に
不
安
は
な
い
か
。

⃝�

町
の
支
援
は
、
ど
こ
ま

で
か
。

問
「
は
ま
な
す
苑
」
に

つ
い
て
は
設
立
当
初
の
経

緯
も
あ
り
、
町
と
し
て
建

設
費
の
償
還
金
や
職
員
派

遣
を
含
め
年
２
千
万
円
程

の
支
援
を
し
て
い
る
。

万
一
、
赤
字
の
場
合
ど
う

な
る
の
か
。
・
多
く
の
町

民
は
町
営
と
誤
解
し
て
い

答
中
間
報
告
の
計
画
は

少
し
厳
し
い
が
、
慎
重
に

精
査
中
。

建
設
単
価
の
高
騰
や
稼
働

率
の
設
定
に
よ
り
、
収
支

が
大
き
く
変
動
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る

分
、
保
険
料
の
増
に
。

町
の
支
援
は
、
中
間
報
告

通
り
、
用
地
の
造
成
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
限
定
。

る
。
・
利
用
者
や
町
の
負

担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

町
の
関
与
を
。

答何
よ
り
も
経
営
が
問
題
。

福
祉
施
設
は
、
「
標
津
福

祉
会
」
だ
け
で
は
な
い
、

施
設
間
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ

る
。

はまなす苑

グループホーム「だんらん」

高齢者下宿「希望」

「
赤
字
が
出
た
ら
町
が
何

と
か
し
て
く
れ
る
」
と
い

う
甘
え
の
構
造
が
あ
っ
て

は
困
る
。

経
営
赤
字
は
町
と
し
て
負

担
し
な
い
前
提
で
、
新
施

設
の
土
地
造
成
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。

⃝はまなす苑
⃝サービス付高齢者向け住宅（計画）
⃝小規模多機能型居宅介護施設（計画）
⃝グループホーム「さくら」
⃝グループホーム「ななかまど」
⃝高齢者下宿「希望」

福祉施設設置者（経営者）

標津福祉会

だんらん
しべつ
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吉田　智 議員

答
切
れ
目
な
い
支
援
３

提
言
に
関
し
、
前
向
き
に

実
施
・
検
討
す
る
。

❶
来
年
４
月
に
標
津
町
農

問
標
津
町
の
人
口
漸
減

の
一
根
源
は
、合
計
特
殊

出
生
率
の
低
さ
に
あ
る
。

（ 

参
考
資
料
１ 

参
照
）

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

第
二
次
世
代
に
お
い
て
は

出
生
率（
出
生
数
）は
半
減

と
な
る
。（ 

参
考
資
料
２ 

）

合
計
特
殊
出
生
率
を
向
上

さ
せ
る
為
に
は
、
晩
婚
化

の
進
む
若
者
に
対
し
て
婚

活
・
結
婚
を
促
進
し
、
子

育
て
世
代
が
安
心
し
て
第

二
子
、
第
三
子
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
が
望
ま
れ

る
。

 

出
会
い 

→ 

結
婚 

→ 

出
産 

→ 

育
児
・
子
育
て 

→ 

就
学 

→ 

修
学 

→ 

就
職 

こ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

切
れ
目
な
い
支
援
を
…

（ 

参
考
資
料
３《
提
言
》 

）

❶
～
❸
を
持
っ
て
、質
問

と
す
る
。

前
向
き
に

実
施・検
討
す
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
〜
切
れ
目
な
い
支
援
を
〜

３
提
言

協
と
町
に
専
門
員
を
配
置

し
、
対
策
に
当
た
る
。

❷
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

❸
制
度
計
画
に
入
る
。

 

そ
の
他
の
答
弁

「
子
供
医
療
費
助
成
事

業
」
の
高
校
生
ま
で
の
拡

充
を
検
討

参考資料１

参考資料２参考資料３《提言》

平成26年８月５日㈫付　朝刊より

北海道新聞
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
位
、下
位
の
道
内
自
治
体

　

合
計
特
殊
出
生
率　

女

性
１
人
が
生
涯
に
産
む
子

ど
も
の
人
数
の
推
定
値
。
15
〜
49

歳
の
女
性
が
１
年
間
に
産
ん
だ
子

ど
も
の
数
と
、
年
齢
別
の
女
性
人

口
を
基
に
計
算
す
る
。
全
国
で

は
１
９
７
５
年
に
２
・
０
を
割
り

込
ん
で
か
ら
低
下
傾
向
が
続
き
、

２
０
０
５
年
に
は
１
・
26
と
最
低

を
記
録
。
人
口
維
持
に
必
要
と
さ

れ
る
水
準
は
２
・
07
。

　
上
　
位

①日高管内えりも町 1.9
②根室管内別海町 1.86
③後志管内共和町 1.81
④日高管内日高町 1.8
⑤宗谷管内猿払村 1.75

全国平均 1.38
全道平均 1.25

下
　
位

❺小樽市 1.14
❹北広島市 1.09
❸札幌市 1.08
❷江別市 1.06
❶石狩管内当別町 1.01

※厚生労働省調べ（今年２月公表）

中標津保健所管内合計特殊出生率

①別海町1.86②羅臼町1.72③中標津町1.63④標津町1.42

子育て世代が暮らしたいと思う『まち』に

〜切れ目ない支援を〜

〜『標津こども園』開設に先駆けて〜

❶婚活・結婚促進の政策化
〜合計特殊出生率に大きな影響を及ぼす〜

❸奨学資金（修学支援）の
　増額と償還の免除・緩和

〜人材の『地産地採』を〜

　　資金貸付を受けて、救急救命士・介護福祉士・
看護師等の資格を取得し、標津町内に就職した場合

❷幼児教育の無償化
保育園 幼稚園 小・中学校

専門学校 就職

就職

・・・

・・・

合計特殊出生率《標津町》1.42

償還免除

例

修学

高校 大学 就職

出合い 結婚 就学 ・・・第一子妊娠 第一子出産 育児・子育て

第二子妊娠 第二子出産

第三子妊娠 第三子出産

合計特殊出生率の数学的考察

　現在、日本の合計特殊出生率が1.3〜
1.4を推移している。一人の女性が産む
子供の数が約1.4人ということは、男性
パートナーを合わせて計算すると

1.4÷２=0.7となる
　即ち一世代（約30年）経ると、その
時の出生数は70％程度になる。二世代

（約60年）経ると（同程度の出生率で推
移するとして）、年間出生数が

0.7×0.7=0.49（49％）
となり 半減 することとなる。

1.86÷2=0.93（93％）　　《第一世代》

0.93×0.93≒0.86（86％） 《第二世代》

1.42÷2=0.71（71％）　　　《第一世代》

0.71×0.71≒0.50（50％）　《第二世代》

別海町

標津町

◦第二世代に至ると標津町の
　出生率（出生数）が 半減 する

子
育
て
世
代
が

　

 
暮
ら
し
た
い
と

　
　

 
思
う『
ま
ち
』に

ライフサイクル
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高橋　幹雄 議員

現
状
の
サ
ー
ビ
ス
が

後
退
し
て
は
な
ら
な
い

医
療・介
護
総
合
法
の

成
立
と
対
応
に
つ
い
て

問
医
療
・
介
護
統
合
法

案
が
先
の
国
会
で
成
立
し

た
。
１９
本
の
法
改
定
を
一

括
し
た
も
の
で
あ
る
。
医

療
で
は
、
病
床
の
削
減
な

ど
、
介
護
で
は
要
支
援
者

の
訪
問
、
通
所
介
護
を
介

護
保
険
か
ら
外
し
て
市
町

村
の
事
業
に
移
す
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
誰
も
が
安
心

し
て
医
療
や
介
護
を
受
け

ら
れ
る
権
利
を
根
本
か
ら

崩
し
て
し
ま
う
と
思
う
が

町
の
考
え
方
、
対
応
は
。

医
療

「
病
床
再
編
計

画
」
を
都
道
府
県
に
つ

く
ら
せ
、
高
齢
化
の
ピ
ー

ク
の
平
成
37
年
ま
で
に

２
０
２
万
床
が
必
要
な
の

に
４７
万
床
削
減
す
る
計
画

だ
。
こ
れ
で
は
医
療
難
民

を
つ
く
る
。
又
、
医
療
機

関
は
１０
月
か
ら
急
性
期
や

慢
性
期
な
ど
４
つ
の
病
床

機
能
か
ら
１
つ
を
選
び
都

道
府
県
に
報
告
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
方
の
病
院
で

は
１
つ
の
病
床
で
全
て
を

や
っ
て
お
り
、
実
現
可
能

と
思
え
な
い
。

介
護

①
要
支
援
者
へ

の
「
訪
問
介
護
」
と
「
通

所
介
護
」
を
保
険
給
付
か

ら
外
し
て
市
町
村
の
事
業

に
移
管

②
利
用
料
を
１
割
か
ら
２

割
に
引
き
上
げ
る
（
年
収

２
８
０
万
以
上
）

③
特
養
入
所
を
要
介
護
３

以
上
に
原
則
限
定

④
施
設
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
軽
減
を
縮
小

　

以
上
が
主
な
改
定
点
。

平
成
２９
年
４
月
ま
で
に
自

治
体
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
「
総
合
事

業
」
に
は
全
国
一
律
の
基

準
が
な
い
た
め
に
市
町
村

の
考
え
方
次
第
で
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
に
差
が
出
て
く

る
。

　

国
の
財
政
支
援
を
含
め

今
後
見
直
し
や
町
の
基
本

的
考
え
方
は
。

答
近
年
の
高
齢
化
や
人

口
減
少
時
代
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
こ
の
法
律
が
制

定
さ
れ
た
。
高
齢
化
の

ピ
ー
ク
の
平
成
37
年
に
向

け
た
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
の

確
保
が
十
分
で
な
い
こ
と

や
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
予
防
給
付
事
業
の
市

町
村
移
行
に
と
も
な
い
地

域
間
較
差
や
自
治
体
の
財

政
負
担
な
ど
、
こ
れ
で
将

来
展
望
が
見
い
出
さ
る
か

疑
問
が
残
る
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

の
果
た
す
べ
き
責
任
が
国

民
や
地
方
自
治
体
に
転
化

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
平

成
２９
年
か
ら
の
制
度
発
足

が
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
る
。

本
町
の
実
情
を
検
証
し
準

備
を
進
め
る
。

医
療

全
国
の
ベ
ッ

ド
数
は
平
成
２３
年
は

１
６
６
万
床
と
な
っ
て
い

る
。
標
津
病
院
と
し
て
は
、

い
ず
れ
か
の
機
能
選
択
と

な
る
が
、
こ
れ
に
か
か
わ

ら
ず
初
期
医
療
や
急
性
期

な
ど
の
医
療
機
能
の
外
、

２４
時
間
の
患
者
の
受
け
入

れ
や
、
他
病
院
へ
の
紹
介
、

搬
送
、
在
宅
で
の
訪
問
診

療
、
介
護
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
今
後
も
行
う
。

介
護

訪
問
介
護
と
通

所
介
護
が
町
の
事
業
に
移

行
と
な
る
。
本
町
と
し
て

は
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
る
。
入
所
要
件
は
平
成

２７
年
よ
り
要
介
護
３
以
上

と
な
る
が
今
現
在
の
要
介

護
１
、
２
の
入
所
者
に
は
、

規
定
が
及
ば
な
い
こ
と
、

特
例
に
よ
る
入
所
要
件
が

あ
る
こ
と
、
平
成
２８
年
度

に
は
新
し
い
福
祉
施
設
が

で
き
る
。
「
サ
高
住
」
に

は
大
半
の
要
支
援
１
、
２

の
方
が
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
利
用
料
や

国
の
財
政
支
援
の
詳
細
は

承
知
し
て
い
な
い
が
適
切

に
対
処
す
る
。
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に
結
婚
推
進
員
を
置
き
、

町
・
農
協
・
推
進
員
が
、

綿
密
な
情
報
交
換
を
行
い

形
骸
化
す
る
事
な
く
、
連

携
を
取
り
合
い
、
促
進
す

べ
き
で
あ
る
。

②
交
流
人
口
対
策

　

耐
用
年
数
ま
で
、
あ
と

５
年
と
な
っ
た
北
方
領
土

館
の
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内

に
移
転
新
設
を
踏
ま
え
、

サ
ー
モ
ン
科
学
館
・
北
方

領
土
館
・
サ
ー
モ
ン
ハ
ウ

ス
の
３
館
の
動
線
を
考
慮

し
、
※
「
道
の
駅
」
構
想

を
描
く
べ
き
で
あ
る
。
一

極
集
中
し
た
施
設
で
集
客

し
、
交
流
人
口
を
拡
大

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
事
が
重
要
で
あ
る

（ 

参
考 

参
照
）
。

現
況
で
「
道
の
駅
」
の
登

録
は
可
能
と
の
事
。
早
急

な
る
開
設
を
要
望
す
る
。

問
～
人
口
減
少
時
代
に

挑
戦
す
る
「
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
は
、
「
金
銭
政

策
」
の
感
が
拭
え
ず
、
又
、

そ
の
実
践
に
当
た
り
、
明

確
化
・
ス
ピ
ー
ド
化
が
強

く
望
ま
れ
る
～

①
定
住
人
口
対
策

　

人
口
対
策
の
一
丁
目
一

番
地
は
基
幹
産
業
の
持
続

的
な
振
興
発
展
を
支
え
る

「
産
業
後
継
者
」
の
確
保

で
あ
り
、
婚
活
・
結
婚
促

進
で
あ
る
（
子
宝
の
基
盤

で
あ
る
）
。

　

来
年
度
よ
り
、
町
及
び

農
協
に
結
婚
促
進
事
業
専

属
職
員
を
配
置
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
地
域 木下　孝 議員

人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る『
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』

釧
根
管
内
自
治
体《
唯一無
二
の
政
策
》

答

〜「
金
銭
政
策
」と

の
比
喩
が
あ
っ
た
が
、盤

石
な
財
政
基
盤
作
り
の
基

に
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

釧
根
管
内
の
自
治
体
に
お

い
て
、人
口
減
少
問
題
に

対
す
る
唯
一
無
二
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

こ
の
政
策
・
事
業
に
対

し
、
オ
ー
ル
標
津
の
体
制

で
、
魂
を
入
れ
て
行
く
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
懸

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
政
策
実
践
の

明
確
化・ス
ピ
ー
ド
化
を
！

①
定
住
人
口
対
策　
　
②
交
流
人
口
対
策

3,562

5,646 2,084人減
（▲36.9％）

念
さ
れ
る
点
は
解
消
さ
れ

て
行
く
事
で
あ
る
。

　

子
宝
・
子
育
て
の
政
策

実
践
で
は
、
全
道
一
の
事

業
内
容
を
目
指
す
～

①
専
門
員
を
配
置
し
、
町

と
農
協
が
連
携
を
密
に
し
、

人
口
減
少
問
題
の
第
一
関

門
に
対
応
し
て
行
く
。

②
こ
れ
か
ら
の
「
道
の

駅
」
は
、
他
と
差
別
化
さ

れ
、
地
域
の
個
性
・
魅
力

を
活
か
し
た
様
々
な
取
組

み
を
有
し
た
拠
点
と
な
る

べ
き
。
一
極
集
中
に
よ
る

既
存
商
店
街
へ
の
影
響
、

効
果
的
な
動
線
、
商
工
会

（
地
域
経
済
活
性
化
特
別

委
員
会
）
の
提
言
等
の
精

査
・
検
討
を
要
す
。
議
会
、

関
係
機
関
、
町
民
と
議
論

を
重
ね
、
更
に
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
助
言
・
指

導
を
求
め
、
慎
重
を
期
し
、

事
を
運
び
た
い
。

北方領土館標津サーモンパーク

参考

《国土交通省観光庁（2012試算）》

観光交流人口増大による経済効果

★定住人口１人当たりの年間消費額
　〈121万円〉に相当する交流人口
①外国人旅行者｜｜｜｜｜11人
　（１人１回当たりの消費額11万２千円）

又は、
②国内旅行者（宿泊）｜｜26人
　（１人１回当たりの消費額４万７千円）

又は、
③国内旅行者（日帰り）｜81人
　（１人１回当たりの消費額１万５千円）

人口減少時代

※　釧根管内の「道の駅」は少ない（７カ所）〈・十勝管内14カ所・網走管内19カ所〉
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問
人
口
が
漸
減
す
る
当

町
は
、
定
住
・
人
口
対
策

と
し
て
、
企
業
支
援
・
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
雇
用

拡
充
を
図
る
政
策
を
展
開

し
て
い
る
。

　

企
業
立
地
等
推
進
用
地

の
申
し
込
み
は
、
ど
の
程

度
あ
っ
た
の
か
。
又
、
今

後
の
誘
致
の
展
開
は
？

答
企
業
立
地
等
推
進
用

地
と
し
て
平
成
21
年
度
は

町
有
地
の
４
ヶ
所
で
誘
致

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
４
件

の
相
談
が
あ
り
、
一
件
が

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
だ
ん

ら
ん
」
で
あ
る
。
現
在
も

３
ヶ
所
は
継
続
し
て
い
る
。

問
本
町
の
高
齢
者
が
続

い
て
２
名
も
行
方
不
明
と

な
り
痛
ま
し
い
事
と
な
っ

た
。
高
齢
化
で
認
知
症
の

人
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
後

帰
れ
な
く
な
る
、
こ
れ
ら

問
標
津
町
商
工
会
・
地

域
経
済
活
性
化
検
討
委
員

会
の
中
で
商
店
街
の
活
性

化
を
目
的
と
し
町
民
が
便

利
に
利
用
で
き
る
施
設
を

検
討
し
て
い
る
。
又
、
一

方
で
道
の
駅
は
多
く
の
人

が
利
用
し
、
多
数
の
観
光

客
が
見
込
ま
れ
る
。
集
合

店
舗
・
道
の
駅
は
ど
ち
ら

も
目
指
す
の
は
町
の
活
性

化
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を

必
要
と
す
る
な
ら
場
所
な

ど
も
含
め
、
町
に
与
え
る

影
響
を
確
か
め
て
考
え
る

べ
き
。

今
後
も
企
業
立
地
等

推
進
用
地
の
活
用
を
継
続
す
る

地
域
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
事
に

町
が
存
続
し
て
い
く
要
件
は

高
齢
者
の
安
全
を
守
る
対
策
を

魅
力
あ
る
施
設
が
必
要

町
の
経
済
活
用
化
と
交
流
人
口
は

積
極
的
な
施
策
、
税
金
無

料
を
含
め
て
展
開
す
る
。

ほ
と
ん
ど
身
近
な
と
こ
ろ

で
起
こ
っ
て
い
る
。
家
族

だ
け
で
な
く
周
囲
の
方
も

高
齢
者
の
状
態
を
知
っ
た

上
で
見
守
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
。

答
本
町
の
高
齢
者
２
４

答
集
合
店
舗
・
道
の
駅

に
つ
い
て
今
こ
こ
で
議
論

を
含
め
て
結
論
・
方
向
を

出
す
と
言
う
事
は
申
し
あ

石橋　昌幸 議員

５
名
が
介
護
認
定
を
受
け
、

在
宅
認
知
症
レ
ベ
ル
の
方

57
名
。
そ
の
内
、
徘
徊
の

行
動
が
あ
る
方
が
若
干
名

お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

家
族
と
で
見
守
り
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化

が
進
み
徘
徊
に
よ
る
行
方

不
明
者
も
増
え
る
事
が
予

想
さ
れ
、
地
域
で
の
見
守

り
が
必
要
と
考
え
る
。

グループホーム「だんらん」

げ
ら
れ
な
い
。
国
土
交
通

省
の
発
表
に
よ
る
と
、
魅

力
の
な
い
道
の
駅
は
、
滞

在
時
間
30
分
で
平
均
消
費

額
３
１
９
円
で
あ
る
。
そ

れ
な
り
の
魅
力
を
作
り
滞

在
し
て
頂
く
た
め
に
は
、

看
板
の
掛
替
え
だ
け
で
解

決
に
な
ら
な
い
。
魅
力
あ

る
施
設
と
動
線
、
こ
れ
ら

を
含
め
て
議
論
し
速
い
段

階
で
結
論
を
出
し
た
い
と

思
う
。

サーモン科学館
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今
年
も
全
国
か
ら
の
修
学

旅
行
生
が
、
鮭
を
中
心
と
し

た
体
験
学
習
に
訪
れ
、
国
内

初
の
川
で
の
鮭
釣
り
を
開
始

し
た
忠
類
川
で
は
、
20
年
目

の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

50
回
記
念
の
「
あ
き
あ
じ

ま
つ
り
」
も
大
盛
況
。

　

鮭
に
ま
つ
わ
る
豊
富
な
町

お
こ
し
活
動
が
わ
が
町
の
自

慢
だ
が
、
肝
心
の
漁
獲
が
低

迷
し
て
い
る
。
浜
の
賑
わ
い

が
町
民
生
活
に
直
結
す
る
だ

け
に
、
勢
い
を
取
り
戻
す
水

揚
げ
を
願
っ
て
い
る
。

（
南
　
憲
治
）

編集室議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
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１ 

森
林
管
理
署
と
は

皆
様
は
森
林
管
理
署
と

い
う
名
前
を
お
聞
き
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
以

前
は
標
津
営
林
署
と
し
て
長

年
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
で
も
自
己
紹
介
で

「
昔
の
営
林
署
の
こ
と
で
す
」

と
申
し
上
げ
る
と
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
良
く
あ

り
ま
す
。
昭
和
２２
年
に
独
立

採
算
性
の
国
有
林
野
事
業
が

始
ま
り
、
戦
後
の
経
済
成
長

の
中
、
木
材
価
格
が
高
値
を

維
持
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

し
ば
ら
く
は
収
支
の
採
算
が

取
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
木
材
需
要
の
多
く
を
輸

入
木
材
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
国
内
の
林
業
は
衰

退
し
は
じ
め
、
そ
れ
と
軌
を

一
に
し
て
国
有
林
野
事
業
も

「
森
林
管
理
署
の
仕
事
」

根
釧
東
部
森
林
管
理
署

署
長
　
倉
田
　
徹
也

寄稿

採
算
割
れ
が
続
き
、
多
額
の

累
積
債
務
を
抱
え
る
に
至
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
営
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
一

向
に
好
転
せ
ず
、
つ
い
に
平

成
１１
年
に
抜
本
改
革
と
し
て

要
員
削
減
や
大
幅
な
組
織
の

統
合
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
時
、
当
時
３
つ
あ
っ
た

根
室
支
庁
管
内
の
営
林
署
を

合
わ
せ
て
根
釧
東
部
森
林
管

理
署
が
誕
生
し
ま
し
た
。

２ 

森
林
管
理
署
の
仕
事

私
ど
も
の
仕
事
は
、
読

ん
で
字
の
ご
と
く
森
林
を
管

理
す
る
こ
と
で
す
。
我
々
が

管
理
し
て
い
る
の
は
根
室
振

興
局
管
内
の
根
室
市
、
別
海

町
、
中
標
津
町
、
標
津
町
と

羅
臼
町
に
あ
る
国
有
林
で
、

そ
の
面
積
は
、
１０
万
６
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
こ
の
広
大

な
森
林
を
標
津
町
に
あ
る
本

署
と
、
１
市
４
町
に
あ
る
８

つ
の
森
林
事
務
所
に
配
置
さ

れ
た
２８
名
の
職
員
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

森
林
管
理
署
の
仕
事
の

一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
自

然
に
で
き
た
天
然
林
を
伐
採

し
た
後
に
は
、
人
が
苗
木
を

植
え
付
け
て
、
苗
が
育
ち
や

す
い
よ
う
に
草
や
笹
を
刈
り

ま
す
。
苗
木
は
２
ｍ
×
２
ｍ

の
広
さ
に
１
本
の
割
合
で
植

え
る
と
、
や
が
て
植
え
た
木

ど
う
し
が
混
み
合
っ
て
く
る

の
で
、
間
伐
と
い
う
抜
き
切

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
の
日
本
で
は
、
そ
の

間
伐
に
よ
り
生
産
さ
れ
木
材

を
多
く
使
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
管
内
の
知
床
自
然
遺

産
地
域
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
貴
重
な
自
然
を
保
護
す
べ

き
森
林
で
は
、
あ
る
が
ま
ま

の
自
然
状
態
を
維
持
す
る
よ

う
な
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

３ 

特
色
あ
る
森
林
を
後
世
に

こ
こ
根
室
地
域
で
は
、
知

床
の
よ
う
な
世
界
的
に
貴
重

な
自
然
も
あ
り
、
オ
ジ
ロ
ワ

シ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ヒ
グ

マ
の
よ
う
な
動
物
の
生
息
地

の
森
林
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
を
は
じ
め
と
す

る
農
業
の
生
産
基
盤
や
住
民

の
生
活
を
強
風
な
ど
の
気
象

害
か
ら
守
る
た
め
に
格
子
状

防
風
林
を
造
成
し
、
管
理
し

て
い
ま
す
。
毎
日
の
飲
み
水

や
豊
か
な
川
の
源
と
な
る
水

源
林
を
整
備
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
近
年
で
は
増
え
す

ぎ
て
し
ま
っ
た
エ
ゾ
シ
カ
の

管
理
を
ど
う
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
い
年

月
を
掛
け
て
造
り
守
ら
れ
て

き
た
森
林
を
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
管
理
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


